
長崎県の伝統産業「波佐見焼」と最新のLED導光板技術の融合

☆写真の質感を磁器タイル上に表現

☆一般磁器に比べ３倍の透光性磁器素材を開発

フォトセラ®
Ｐｈｏｔｏｃｅｒａ

☆写真画像データをデジタル処理、厚みと透光量をコントロール

☆光源は高品位で薄型の明るいＬＥＤ導光板照明を使用

＜身近なメモリー＞

可愛くて大切なペットをメモリーに・・・

１．写真（カラー） ２．写真（モノクロ） ３．タイル（消灯） ４．タイル（点灯）

＜歴史的な資料をメモリー＞

長崎県ゆかりの坂本龍馬をメモリーに・・・

※ 「フォトセラ®」は、登録商標です。

※ 「フォトセラ®」は、長崎県窯業技術センターとの共同開発商品です。

１．写真 ２．タイル（消灯） ３．タイル（点灯）



＜フォトセラ®の作成手順＞

１．写真データに白／黒データ処理を施して石膏板に直彫りし、成型型（上／下）を作成する。

・白／黒（コントラスト）を切削厚の対応する様に精巧なデータ処理をおこなう。

・門型マシニングセンタで加工する。

充填口

下型 上型

２．成型型（上／下）をあわせ、充填口から、泥粘性（ドロ状）粘土を注入する。

－－－光の透過率の高い粘土（棒状）を調達し、薬液で溶かす。

ランプシェードなどに使用される透光性の良い特殊な粘土である。

（水分＝３０％ ，固形分＝７０％）

３．ある程度硬化させ、型から外し、完全乾燥させる。－－－穴加工などは、この間に実施する。

４．素焼き

５．上薬を塗り、１，３００℃での焼入れ－－－最終的には、１０～１５％縮む。（厚い・薄いで変化する）

①写真 ②タイル作成 ③ ＬＥＤ導光板照光
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